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ガイダンス資料



ガイダンスの内容

■ 地理・空間コースのスタッフ

■ 地理・空間コースの特徴

■ カリキュラム（授業・実習）の特徴

　・野外実習

　・空間分析と可視化（地図化）

■ 卒業論文

■ その他



地理・空間コースのスタッフ
（2025年度）

■ 永田淳嗣教授(社会経済地理学，農業・農村
地理学,東南アジア地域研究)

■ 横山ゆりか教授(建築計画学，環境心理学）

■ 梶田　真教授(農村地理学，公共政策の地理
学，地域統計論)



■ 小田隆史准教授(都市社会地理学,防災・
災害論，北米地域研究)

■ 鎌倉夏来准教授(経済地理学，工業地理
学) ※鎌倉先生の本属は地域未来社会連携研究機構のため 　

，機構のプログラムでも授業が開講されています

■ 住吉康大助教（移動の地理学，文化地理
学）



地理・空間コースの
定員と在籍者

■ 学年の定員は同学科・科学技術論コース
と合計で14名です

■ 地理・空間コース所属の学生は、4年生8
名・3年生8名の計16名です．

■ 毎年,文系・理系の双方から進学者がおり, 
学部学生・大学院生・スタッフの出身科類
・学部も多様です．



地理・空間コースの教育目標

■ 都市・農村問題，開発と環境，国土政策，
地域経済，高齢化社会など，現代社会の
さまざまな問題を空間的視点から考えて
いきます

■ 問題の本質を，地域のコンテクストに即し
た形で理解し，効果的な政策の策定や地
域・建造環境のデザインに応用することの
できる人材を育成します



地理・空間コースの特徴（1）

■ フィールドワークや一次データの分析を中
心とした実証的な研究を重視しています．
実際に現地に出向き，現場を観察し，関
係者に直接話を聞くことで, リアリティを
持った地域の記述・説得的な現象の説明
を行うことを目指しています



地理・空間コースの特徴（2）

■ ①野外実習（フィールドワーク）,②空間分
析と可視化（地図化）の2つの実習に多く
の時間を割いています

■ これらの実習には大学院生のTAがつき,
丁寧な指導を受けることができます（数理
的な素養がなくても大丈夫です）



地理・空間コースの特徴（3）

■ 自由度の高い授業選択や卒論テーマ
選択（卒業単位として,他学部・他学科
の単位を数多く認めています）



地理・空間コースの特徴（4）

■ 地域を扱っている学問分野は他にもあり
ますが，地域・テーマ横断的に研究者・大
学院生が集っている場は他にはないと思
います

→多様な視点から議論が展開され，広い視
野とバランスのとれた現象理解を図ること
ができます

 



地理・空間コースの必修科目
について（講義）

■ 地理・空間基礎論Ⅰ（2年Aセメ）

　永田・梶田・小田による概論

■ 地理・空間基礎論Ⅱ（3年Sセメ）

　横山による概論

■ 自然環境論（2年Aセメスター）

　非常勤講師による自然地理学の概論



地理・空間コースの選択科目

■ 人口論

■ 国土デザイン（鎌倉）

■ 都市地域デザイン

■ 農村地域デザイン（永田）



地理・空間コースの選択科目

■ 社会経済地理学Ⅰ・Ⅱ
（鎌倉（Ⅰ），梶田（Ⅱ）が交互に開講）

■ 空間行動論

■ 文化空間論

■ 都市地理学（小田）

■ 歴史地理学　　　　　　



地理･空間コースの選択科目

■ アメリカの自然と社会（小田）

■ ヨーロッパの自然と社会

■ ロシア・東欧の自然と社会

■ ラテンアメリカの自然と社会

■ アジアの自然と社会（永田）



地理・空間コースの必修科目
について（実習）

地理情報
分析基礎Ⅰ

地理空間調査
設計Ⅰ／地理空間
フィールドワークⅠ

空間分析と可視化
（地図化）の実習

地理情報
分析基礎Ⅱ

地理空間調査
設計Ⅱ／地理空間
フィールドワークⅡ

野外実習

2年Aセメ
スター

3年Sセメ
スター

※空間分析と可視化（地理情報システム（GIS））についてはより
高度な内容に関する選択科目として3年Aセメスターに「応用地
理情報分析」が用意されています



野外実習（1）

■ 2年Aセメと3年Sセメで実施

■ 毎週の授業（地理･空間調査設計）と長期休暇期間
中の3泊4日程度の実習（地理・空間フィールドワー
クⅠ・Ⅱ）をセットで行います

■ フィールドワークＩは永田先生と鎌倉先生，Ⅱは梶
田先生と小田で交互に担当します



野外実習（2）

■ 地理・空間調査設計では（1）調査地域・テーマ
に関する文献・統計・その他資料の検討,（2）
現地での調査計画の策定,（3）現地調査の事
前準備（アポイント取りなど）などを行います



野外実習（3）
■ 野外実習では，実際に調査地に出かけ，各自で

現地観察，聞き取り調査，現地資料の収集を行
います

■ 聞き取り調査などについては適宜，教員もしくは
ティーチング・アシスタントが同行し，アドバイス
を行います

■ 毎晩，ミーティングを行い，その日得た知見につ
いて報告・議論を行います



地域の有力者の方へのインタビュー



野外実習（4）

■ 帰京後，調査結果をレポートにまとめて提
出します．レポートは添削し，教員・TAが
OKを出すまで加筆・修正を繰り返します

■ 最終的にレポートを集めて報告書を刊行
し，調査でお世話になった方々などに配布
しています



野外実習の報告書



近年の実習地

■ 愛媛県八幡浜市（2024年年度Aセメ）

■ 青森県大間町（2024年度Sセメ）

■ 東京都青梅市（2023年度Aセメ）

■ 宮城県仙台市周辺（2023年度Sセメ）

■ 岐阜県高山市（2022年度Aセメ）

■ 高知県高知市周辺（2022年度Sセメ）



空間分析と可視化（地図化）
の実習について

■ 地域に関する様々な資料（地形図，地域
統計など）の使い方と計測・分析法，そし
て，分析の結果を可視化（地図化）に関す
る実習を行います

■ 地理情報分析基礎Ⅰ・Ⅱは野外実習の授
業と連動して行われます（調査地の地形
図や地域統計等を用いて実習を行いま
す）



■ Ⅰは小田，Ⅱは横山と梶田が担当し
ます



地理情報分析基礎Ⅱの授業風景



メッシュ統計を用いた人口密度の可視化（地
理情報分析基礎II・梶田先生の担当回）



駒場図書館の行動マッピング
（地理情報分析基礎II・横山先生担当回）



卒業論文

■ テーマは学生の希望を基に指導教員との話
し合いの上で決められます

■ フィールドワークを中心とした研究の場合に
は，Sセメスターを通じて調査計画をまとめ，
夏休みに本格的な調査を行い，Aセメスター
に補足調査などを交えながら論文をまとめ
ていきます



近年の卒業論文のテーマより

■ 温泉地の観光振興活動における組織的課題―山形県
あつみ温泉を事例に―

■ 農山村地域における地域集会施設の維持管理をめぐる
行政および地縁団体の動向：秋田県湯沢市稲川・雄勝
地域を事例に

■ 東京大学関連ベンチャーの事業所の立地選択

■ 大都市郊外における地域資源を活用したまちづくり―東
京都調布市の事例―

■ 過疎地域における若年層の活動展開と地域の持続
性―千葉県市原市南部の里山地域を事例に―



近年の卒業論文のテーマより

■ 「海業」の実態と可能性―神奈川県三浦市を事例とし
て―

■ 貨物自動車運送事業における事業所立地の空間パター
ン―多重下請構造に注目して―

■ 災害公営住宅における居住選択機会と居住者の生活
再建過程―宮城県東松島市を事例に―

■ イノベーションの空間的変容と近接性に関する一考察―
福井県の繊維産業を事例として―

■ 地方都市における社会インフラとしてのスポーツ・文化
施設の在り方―官民連携に着目して



学部卒業生の就職・進学先

■ 大学院進学者は毎年卒業生の1/2〜1/3
程度です．

■ 主要な就職先はメーカー，マスコミ,コンサ
ルなどの専門サービス,情報サービス，金
融機関,出版・印刷,教員,研究機関,官公
庁などです． 



留学について

■ 全学交換留学（USTEP）等を利用して短期
交換留学を行うことができます

■ 協定校で取得した単位の一部について，所
定の手続きにより単位の読み替えが認定さ
れれば，卒業単位に算入されます

■ コースの野外実習等と留学日程の兼ね合
いから，2年間でのコース終了が難しい場
合もあります



2号館2階の設備（1）
■ 機器室：PC・コピー機・裁断機等が完備さ

れています．地理情報システム（GIS）ソフ
トウェアのArcGIS（MapおよびPro）は全
てのPCにインストールされています

■ 地図室：地形図の体系的な収集を行って
おり，国内外の様々な地図があります．野
外実習の準備や卒論のゼミは主として地
図室で行われます



2号館2階の設備（2）
■ 図書室：地理関係の学術雑誌・和書があ

ります（洋書・洋雑誌バックナンバーは駒
場図書館地下2階に別置）

■ 統計室：国勢調査など主要な統計資料が
配置されています．大学紀要もこの部屋
に保管されています（学生室でもありま
す）

■ 院生室：4室（1室6名前後）あり, 院生毎に
机と本棚が配分されます


